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この広報紙は、再生

紙を使っています。

　　　お父さん、頑張れ！

　田沢小学校の運動会が先月30日に行わ

れ、5・6年生男子千mでは、飛び入り参加

のお父さん方が一緒に走りましたが、日頃鍛

えし児童の足には及びませんでした。

騰　、　　囎
　　今月の主な紙面
「マイ・ライフ・リゾート新潟」着工…②～③

私たちがお世話しています・・6…④～⑤

むらのあっちからこっちから……⑥～⑦

みんなの広場…・…………・…・…⑧～⑩

お知らせ……・…………・・……………⑪

青春してます・カレンダー……………⑫
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清
津
ス
キ
ー
場
は

　
　
　
　
　
　
　
十
万
人
の
誘
客
目
指
す

　
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
第
一
期
工
事
の
起
工
式
が
先
月
十
八
日
、
同
ス
キ
ー
場
駐
車

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
と
そ
の
後
の
祝
賀
会
に
は
高
鳥
代
議
士
を
は
じ
め
上
村
県

議
会
議
員
、
前
橋
営
林
局
長
、
関
係
住
民
な
ど
お
よ
そ
百
五
十
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
と
地
域
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
は
、
上
越
観
光
開
発
㈱

と
中
里
村
が
出
資
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
清
津
観
光
開
発
㈱
（
岡
山
正
徳
社
長
）
が
昭
和

六
十
三
年
に
、
ペ
ァ
リ
フ
ト
ー
本
、
ゲ
レ
ン
デ
2
コ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
が
、

リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
く
重
点
整
備
地
区
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
は
こ
れ
が
初
め
て
の
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
行
わ
れ
る
増
設
工
事
が
村
の
発
展
の
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
、

関
係
者
は
熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

クワ入れで安全を祈る岡山社長

　
上
越
国
際
清
津
ス
キ
i
場
は
、
清

津
観
光
開
発
㈱
が
昭
和
六
十
三
年
十

二
月
か
ら
千
六
十
七
m
の
ロ
マ
ン
ス

リ
フ
ト
（
二
人
乗
り
）
一
基
、
ゲ
レ

ン
デ
2
コ
ー
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
一
棟

で
営
業
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
期
工
事
で
は
十
万
人
の

誘
客
を
目
標
に
、
現
在
の
リ
フ
ト
に

隣
接
し
て
建
設
す
る
第
三
ク
ワ
ッ
ド

リ
フ
ト
（
四
人
乗
り
・
千
五
百
五
m
）
、

鷹
羽
集
落
の
脇
に
滑
り
降
り
る
第
四

．
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
（
四
人
乗
り
・
九

百
九
十
五
m
V
の
二
基
の
リ
フ
ト
と
、

ゲ
レ
ン
デ
四
コ
ー
ス
（
約
二
十
一
㎞
）
、

更
に
延
べ
床
面
積
三
千
五
百
六
十
九

　
㎡
の
日
帰
り
セ
ン
タ
ー
や
二
百
八
十

六
台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
を
建
設
す

自

（
●ゆ

’
。

、
糎
顔
、

る
も
の
で
、
今
年
度
と
来
年
度
の
二

ヵ
年
に
わ
た
っ
て
、
お
よ
そ
四
十
億

円
を
投
じ
た
工
事
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
工
事
は
今
月
中
旬
に
着

工
し
、
防
災
工
事
を
中
心
と
し
て
リ

フ
ト
の
基
礎
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
は
来
年

末
に
な
る
予
定
で
す
。
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県
の
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
の
中
核
と
な
る
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

の
起
工
式
が
先
月
二
十
九
日
、
十
日
町
市
珠
川
の
計
画
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

将
来
を
左
右
す
る
巨
大
な
開
発
は
、
環
境
保
全
問
題
な
ど
で
一
部
住
民
の
反
対
が
あ
り
、

計
画
よ
り
一
年
遅
れ
の
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
が
予
定
ど
お
り
進
む
と
平
成
八
年
に

は
一
部
が
開
業
し
、
平
成
十
六
年
の
全
面
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

囮開業は血
’
口

当間高原リゾート・の

全面オ■プンは平成16年

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
、
県
が
「
マ

イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
の

中
核
と
し
て
「
雄
大
な
河
岸
段
丘
の

中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
、
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
展
開
す
右
国
際
的
な
高
原
ス

ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
リ
ゾ
ー
ト
」

と
位
置
づ
け
た
も
の
で
、
計
画
の
事

業
主
体
は
県
、
十
日
町
市
、
中
里
村
、

鹿
島
建
設
、
東
京
電
力
、
N
T
T
（
日

本
電
信
電
話
）
な
ど
が
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」

（
梅
田
健
次
郎
社
長
）
で
す
。

　
事
業
計
画
で
は
、
十
日
町
市
珠
川

地
区
五
百
十
㎞
に
、
総
事
業
費
千
四

百
億
円
を
投
じ
て
ゴ
ル
フ
場
、
ホ
テ

ル
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
人
工
池
、
ビ

レ
ッ
ジ
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
等
）
、
山
麓
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
、

フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
建
設
。

完
成
す
る
と
雇
用
人
員
約
千
二
百

人
、
年
間
入
り
込
み
予
想
七
十
万
人

と
い
う
、
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
り

ま
す
。

　
起
工
式
に
は
平
山
知
事
や
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
の
梅
田
健
次
郎
社
長
、

丸
山
十
日
町
市
長
、
山
本
村
長
ら
関

係
者
や
地
権
者
代
表
な
ど
八
十
人
が

クワ入れをする平山知事

出
席
し
、
梅
田
社
長
、
平
山
知
事
ら

が
ク
ワ
入
れ
を
行
っ
て
工
事
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
平
山

知
事
は
、
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
開

発
が
、
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
梅
田
社
長
は
「
用
地
を
提
供

し
て
く
れ
た
地
権
者
の
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
起
工
式
直
前
の
先
月
二
十
七
日
、

中
里
村
の
関
係
集
落
の
住
民
に
も
説

明
会
が
持
た
れ
た
環
境
保
全
協
定
が
、

会
社
と
市
の
間
で
締
結
さ
れ
、
こ
の

協
定
の
中
で
、
ゴ
ル
フ
場
で
間
題
乏

な
っ
て
い
る
農
薬
汚
染
に
つ
い
て
監

視
値
を
設
定
し
、
更
に
、
十
年
後
に

は
無
農
薬
化
を
目
標
に
農
薬
使
用
量

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
う
た
っ
て

い
ま
す
。
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①
五
十
八
歳

②
倉
俣

◎
古
跡
を
訪
ね
る
こ
と

④
『
人
は
万
人
の
た
め

　
こ
￥
万
人
は
一
人
の
た
め
に

⑤
不
幸
に
し
て
￥
今
ね
た
き
り
に
な
っ
て
い
る
老
人
が
￥
人

　
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
少
し
で
も
生
き
が
い
を
感
じ
、

　
希
望
を
持
ち
￥
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
￥
各
種
の
サ

　
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
援
助
し
￥
家
族
の
負
担
を
軽
く

　
し
た
い
。

質
問
項
目
④
年
令
②
住
所
◎
趣
味

④
好
き
な
言
葉
（
信
条
）
⑤
抱
負

噛
繍
蕪
、
劉

無

①
二
十
九
歳

②
倉
俣

◎
旅
行
￥
カ
ラ
オ
ケ

④
物
事
に
不
可
能
は
な

◎
現
代
社
会
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
￥
中
里
村
の
老
人
人

　
ロ
の
割
ム
ロ
も
二
十
三
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
イ
サ

　
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
少
し
で
も
多
く
の
老
人
と
ふ
れ
あ
い
．

　
主
に
健
康
問
題
で
力
に
な
り
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。

　
先
月
の
連
休
明
け
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
セ
ン
タ
ー
所
長
を
含
め
た
八
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
ベ
ッ
ド
に
寝

た
き
り
や
痴
呆
症
な
ど
の
重
度
の
お
年
寄
り
五
人
と
、
自
分
で
歩
け
る

お
年
寄
り
十
人
の
計
十
五
人
を
、
毎
日
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

　
と
か
く
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
に
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
楽
し
い
一
目
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

真
心
を
込
め
て
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
て
い
ま
す
。
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特

　
　
④
二
十
六
歳

　
　
②
田
代

魏
　
◎
ス
キ
ー
￥
ド
ラ
イ
ブ

繍
④
努
力
に
勝
る
天
オ
な

　
し
◎
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
入
浴
や
食
事
な
ど
日
常
生
活
動
作

　
面
を
把
握
し
て
￥
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
い
と
思

　
い
ま
す
。

①
四
十
一
歳

②
田
沢

◎
ス
ポ
ー
ツ
￥
音
楽
鑑

　
賞

④
平
常
心

◎
高
齢
化
が
進
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
色
々
な
影
響
を
与
え

　
て
い
る
昨
今
￥
心
身
に
障
害
を
持
つ
方
々
の
お
世
話
を
さ

　
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
皆
様

　
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

　
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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輪投げなどのゲームを通して連帯感も生まれます

①
二
十
五
歳

②
田
中

③
ド
ラ
イ
ブ
￥
レ
ー
ス

　
観
戦

④
日
々
是
好
日

⑤
在
宅
福
祉
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
￥
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
利
用
者
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ

　
う
な
介
護
を
目
指
し
￥
地
域
の
在
宅
福
祉
が
よ
り
一
層
充

　
実
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

①
二
十
七
歳

②
宮
中

◎
ゴ
ル
フ
￥
テ
ニ
ス

④
限
界
は
天
高
く

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
で
行
っ
て
い
る
通
常
サ
ー
ビ

　
ス
だ
け
で
な
く
、
保
健
・
医
療
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
絡

　
を
取
り
ム
ロ
い
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化
・
効
率
化
を
目

　
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
二
十
四
歳

②
荒
屋

◎
ド
ラ
イ
ブ
￥

　
カ
ラ
オ
ケ

④
何
に
対
し
て
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

④
老
人
の
食
事
は
と
か
く
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で

　
す
が
￥
栄
養
面
か
ら
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
も

　
っ
と
多
く
の
料
理
を
覚
え
、
み
な
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
か

　
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
利
用
者
と
接
す
る
時
間
を
多
く
持
ち
、

　
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
か
ら
安
心
し
て
￥

　
何
で
も
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
寮
田
を
目
指
し
た
い
と

　
思
い
ま
す
。

①
二
十
一
歳

②
田
中

◎
ド
ラ
イ
ブ
￥
ス
キ
ー

④
思
い
や
り

　
　
満
足
し
て
い
た
だ

平成5年6月10日広報1屡蜘碑㌘♪・
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特産品開発の拠点となる中里村ふるさと館

　撰繋蕪

特
産
品
の
販
売
に
活
路
を
開
く

　
特
産
品
の
開
発
と
売
り
込
み
に
は

ず
み
を
つ
け
よ
う
と
、
地
域
振
興
の

期
待
を
担
っ
た
中
里
村
ふ
る
さ
と
館

が
先
月
十
五
日
、
J
A
中
里
村
角
間

支
所
跡
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
県
の
山
間
地
域
総
合
振
興

対
策
モ
デ
ル
事
業
を
導
入
し
て
建
設

し
た
も
の
で
、
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
、

延
べ
面
積
六
百
五
十
㎡
で
、
工
事
費

お
よ
そ
一
億
九
千
万
円
を
か
け
た
も

の
で
す
。
館
内
に
は
、
地
元
の
婦
人

グ
ル
ー
プ
が
製
造
し
た
“
し
ょ
う
ゆ

の
み
”
な
ど
の
手
作
り
品
を
集
め
た

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
と
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
山
菜
や
川
魚
料
理

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
J
A
中
里

村
が
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
当
初
の
予
定
よ
り
二

週
間
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
、
開
店
と

同
時
に
通
り
が
か
っ
た
観
光
客
ら
が
、

特
産
品
を
買
い
求
め
た
り
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
事
を
と
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。　
村
内
の
特
産
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
の
は
、
も
ち
・
笹
だ
ん
ご
・

ま
い
た
け
・
和
菓
子
・
山
菜
漬
な
ど

で
、
地
元
の
製
品
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
村
で
は
同
館
の

オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
広
く
特
産
品
の

開
発
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

真心を込めた手作り品の数々

騨

鮮
や
か
な
手
つ
き
で
児
童
が
田
植
え

　
高
道
山
小
学
校
で
は
先
月
二
十
四

日
午
後
、
勤
労
体
験
学
習
の
一
環
と

し
て
、
全
校
児
童
が
参
加
し
て
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
植
え
を
行
っ
た
水
田
は
、
臼
羽

毛
水
稲
栽
培
組
合
か
ら
借
り
た
面
積

お
よ
そ
六
百
㎡
の
も
の
で
、
耕
起
・

代
か
き
・
ワ
ク
転
が
し
・
苗
の
準
備

な
ど
の
作
業
は
同
組
合
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
初
め
に
、
J
A
中
里
村
の
職
員
か

ら
苗
の
植
え
方
や
注
意
す
る
点
な
ど

の
指
導
を
受
け
た
後
、
児
童
た
ち
と

父
兄
が
交
互
に
並
ぶ
か
た
ち
で
水
田

に
入
り
、
一
斉
に
田
植
え
を
始
め
ま

し
た
。
一
年
生
も
鮮
や
か
な
手
つ
き

で
苗
を
植
え
て
い
き
、
家
で
農
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
ま
た
、
全
校
生
徒
で
刈
り

取
り
を
行
い
、
収
穫
し
た
米
を
も
ち

米
と
替
え
て
も
ら
っ
て
、
学
校
行
事

の
一
つ
、
あ
す
な
ろ
祭
り
で
も
ち
つ

き
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

鮮やかな手つきで7
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不耕起のため、よく見ないと苗が植えてあるのがわからない

村
内
初
の
不
耕
起
田
植
え
行
わ
れ
る

・
市
之
越
の
富
井
弘
明
さ
ん
は
、
試

験
的
に
村
内
初
と
な
る
不
耕
起
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
富
井
さ
ん
は
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー

，
の
薦
め
や
、
昨
年
、
農
業
改
良
普
及

所
が
行
っ
た
上
越
市
内
の
不
耕
起
田

植
え
ほ
場
を
視
察
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
こ
れ
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で

す
。
　
不
耕
起
田
植
え
を
行
っ
た
の
は
面

積
お
よ
そ
一
反
五
畝
の
田
ん
ぼ
で
、

不
耕
起
の
た
め
昨
年
刈
り
取
っ
た
稲

の
株
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
ま

た
、
田
ん
ぼ
に
は
水
を
張
っ
て
な
い

の
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
田
植
え
が

終
わ
っ
た
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

水
を
張
ら
な
い
の
は
不
耕
起
田
植
え

の
特
徴
で
、
植
え
た
後
、
苗
が
し
っ

か
り
と
定
着
し
な
い
も
の
が
あ
る
た

め
だ
そ
う
で
す
。
今
月
の
中
旬
こ
ろ

に
は
水
を
張
る
の
で
、
普
通
の
水
田

と
同
じ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
使
用
す
る
田
植
機
は
、
溝
を
切
っ

た
後
に
苗
を
植
え
る
方
式
の
特
殊
田

植
機
で
、
値
段
は
乗
用
6
条
植
え
で

二
百
六
十
万
円
と
、
普
通
の
田
植
機

よ
り
百
万
円
ほ
ど
高
い
そ
う
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
メ
ー
カ
ー
の
貸
し
出

し
と
な
っ
て
お
り
、
購
入
し
た
農
家

は
ま
だ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
不
耕
起
田
植
え
に
よ
る
収
量
は
、

普
通
の
田
植
え
に
よ
る
も
の
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
試
験
結
果

も
出
て
お
り
、
村
内
で
初
め
て
と
な

る
不
耕
起
田
植
え
の
成
果
が
注
目
さ

れ
ま
す
。
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紀
宮
さ
ま
が
探
鳥
を
楽
し
む

　
紀
宮
さ
ま
が
先
月
二
十
八
日
、
野

鳥
の
観
察
の
た
め
二
泊
三
日
の
予
定

で
南
魚
・
六
日
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
紀
宮
さ
ま
は
昨
年
か
ら
、
山
階
鳥

類
研
究
所
の
非
常
勤
研
究
助
手
と
し

て
鳥
類
の
研
究
を
さ
れ
て
お
り
、
六

日
町
周
辺
の
探
鳥
は
昨
年
に
続
い
て

二
度
目
と
な
り
ま
す
。

　
午
前
中
に
J
R
六
日
町
駅
へ
到
着

し
、
午
後
は
魚
野
川
や
六
日
町
中
心

部
が
一
望
で
き
る
坂
戸
城
跡
公
園
で

探
鳥
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
二
十
九
日
は
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

周
辺
で
探
鳥
さ
れ
、
グ
レ
ー
の
ト
レ

ー
ナ
ー
に
G
。
ハ
ン
と
い
う
軽
装
の
紀

宮
さ
ま
は
、
山
階
鳥
類
研
究
所
の
柿

沢
亨
三
資
料
室
長
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
土
倉
集
落
の
上
の
方
で
見
ら

れ
る
と
い
う
夏
の
渡
り
鳥
、
ア
カ
シ

ョ
ウ
ビ
ン
な
ど
の
観
察
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
も
同
じ
場
所
で
探
鳥
さ
れ

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
お
目
当
て

の
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
に
は
出
会
え
な
、

か
っ
た
と
の
こ
と
。
今
年
は
出
会
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
午
前
十
一
時
半
こ
ろ
に
は
、
倉
下

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
。
ハ
ス
倉
下
」

で
一
般
客
に
混
じ
っ
て
食
事
を
取
ら

れ
、
中
里
村
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

探鳥を楽しまれる紀宮さま

平成5年6月10日広報1麗髄旧r炉
　　一『圃r一■7　r■■■r■■■7
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　　　　　　　一大ロ直也くん
　　　鷺凡～翌∫；；1凝τ：く；：：31墨メノ

　この絵はのぽりづなにのぼって

いるぼくを友だちが見ているとこ

ろです。苦労したところは．つな

を手でつかむところです。色ぬり

では、くつの色を黄みどりと白を

ゆっくりまぜて作りました。

⑰

　亮介くんは人なつっこい性格で．

誰にでもすぐなつきます。特にお

ばあさんには￥それが見知らぬ人

であっても「ば一ば一」と言って

ついて行ったりします。

　本が大好きで、棚から絵本を1

冊ずつ取り出してきては読んでも

らいます。でも、ちょっとせっか

ちなところもあって￥まだ読み終

えないうちに次の本を持ってきて

は「読んで」とせがみます。

難
、

初めての田植えに足が思うように進まない

新
座
市
民
が
田
植
え
を
体
験

　
先
丹
二
十
三
日
、
村
と
交
流
を
続

け
て
い
る
埼
玉
県
新
座
市
か
ら
、
田

植
え
体
験
ツ
ア
ー
の
一
行
四
十
人
が
村

を
訪
れ
て
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
J
A
中
里
村
が
、
お
い
し

い
中
里
産
米
の
P
R
を
兼
ね
て
行
っ

た
も
の
で
、
午
前
九
時
半
に
J
A
中

里
村
本
所
に
到
着
し
た
一
行
は
、
組

合
長
ら
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
あ
と
、
早
速
近
く
の
田
ん
ぼ
に
入

紅
、
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
中
に

は
昨
年
稲
刈
り
ッ
ア
ー
に
参
加
し
た

人
も
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
田
ん
ぼ
に
入
る
の
は
初
め
て
と
い

う
人
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
声

が
上
が
る
、
楽
し
い
田
植
え
と
な
り

ま
し
た
。

　
五
岬
、
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
は
一
時
間
で

植
え
終
わ
り
、
お
昼
に
は
用
意
さ
れ

た
大
き
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
行
は
こ
の
あ
と
、
七
ッ
釜
や
ふ

る
さ
と
館
を
見
学
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
が
、
J
A
中
里
村
で
は
秋
に

稲
刈
り
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
お
り
、

自
分
で
植
え
た
稲
を
自
分
の
手
で
刈

り
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

新
デ
ン
シ
㈱
が
案
内
看
板
を
設
置

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
か
ら
、
村
内

で
電
子
部
品
を
製
造
し
て
い
る
新
デ

ン
シ
㈱
中
里
工
場
で
は
、
工
場
増
設

を
機
に
、
入
り
口
に
案
内
看
板
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
看
板
は
木
製
で
、
ち
ょ
う
ど
登
山

道
の
案
内
板
の
よ
う
な
、
自
然
を
い

た
わ
る
感
じ
が
よ
く
出
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
の
看
板
に
は
「
美
し
い
自

然
　
や
さ
し
い
心
」
と
い
う
文
字
が

大
き
く
書
か
れ
、
そ
の
下
に
「
い
ら

つ
し
ゃ
い
ま
せ
　
新
デ
ン
シ
㈱
中
里

工
場
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

看
板
の
下
に
は
下
部
を
丸
太
材
で
囲

っ
た
花
壇
に
、
か
わ
い
い
花
が
い
っ

ぱ
い
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
花
壇

が
醸
し
出
す
自
然
な
ふ
ん
囲
気
が
、

こ
こ
で
働
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い

ま
す
。

　
増
設
し
た
工
場
は
、
ブ
ル
ー
の
外

壁
に
臼
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
入
っ
た
モ

ダ
ン
な
も
の
で
、
社
名
も
英
語
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
各
地
に
ざ

ん
新
な
建
物
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

モ
ダ
ン
さ
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
新

工
場
も
負
け
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

自然な雰囲気を醸し出す看板



本村の伝統工芸である久米島細で村おこしを　　と、平成4年

「久米島細の里づくり」に着手し、この度その一施設として久米

島細の作業工程から、歴史まで一同に紹介する「久米島細ユイマ

ール館（共同作業所）」が完成し、10月にオーブンの予定です。

ユイマール館の建設は￥イ固性豊かな地域づくりを目的とした国

士庁の地域個性形成事業の助成を受けて取り組んでいます。

3．800平万メートルの敷地内には．展示販売や製作実演及び￥観

光客等が製作体験できるようにするほか、後継者育成の場など多

目的に利用する計画です。

その後．糸繰り場や染色場、資料館等順次整備し￥敷地周辺に

は．細の染色材料となる樹木を植栽する予定です。

整備地区の周辺は．国指定重要文化財建造物をはじめ、県や村

指定の文化財が散在する地域で将来は、これらの文化財と細の里

との一体化を図り．村の顔となるような特色のある地域づくりを

目指していきます。

竹
ほ
う
ヲ
の
先
に

　
　
　
　
　
五
個
の
卵
石

　
南
保
育
所
の
南
側
軒
下
の
、
逆

に
立
て
か
け
て
あ
る
竹
ほ
う
き
の

の
細
い
枝
状
の
中
に
、
黄
セ
キ
レ

が
五
個
の
卵
を
生
ん
で
一
生
懸
命

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
は
園
児
の
遊
び
場
に

く
、
ま
た
保
育
所
の
物
干
し
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員

「
よ
く
こ
ん
な
場
所
に
」
と
驚
い

り
感
心
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

「手で縫うから指がかったくなってらんだよ」

如
来
寺
の
服
部
ミ
サ
ヲ
さ
ん
㈲
は
、

学
校
の
掃
除
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
五

年
前
か
ら
教
育
委
員
会
に
雑
巾
を
贈

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
服
部
さ
ん
は
「
下
の
孫
が
小
学
校

に
お
世
話
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
何
か
学
校
の
た
め
に
役
立
つ
こ

と
を
」
と
考
え
、
不
用
と
な
っ
た
衣

類
の
中
か
ら
木
綿
の
キ
レ
を
集
め
て

お
い
て
、
冬
の
間
の
仕
事
と
し
て
手

縫
い
の
雑
巾
を
作
っ
て
贈
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
昨
年
ま
で
は
毎
年
三
百
枚
ほ
ど
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
い
よ

い
よ
木
綿
の
き
れ
も
な
く
な
り
、
「
今

年
は
も
う
作
れ
な
い
か
」
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
県
庁
に
勤
め
る
娘
さ

ん
の
と
こ
ろ
で
引
っ
越
し
の
整
理
で

不
用
と
な
っ
た
衣
類
が
出
た
た
め
、

こ
れ
を
も
ら
い
受
け
て
き
て
、
木
綿

の
も
の
だ
け
を
集
め
て
二
百
三
十
枚

ほ
ど
の
雑
巾
を
縫
い
あ
げ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
生
徒
数
に
応
じ

て
小
中
学
校
に
配
布
し
、
各
学
校
で

は
早
速
、
校
舎
の
掃
除
に
使
っ
て
い

ま
す
。

　
先
月
二
十
六
日
に
は
、
毎
年
雑
巾

を
い
た
だ
い
て
い
る
お
礼
に
と
、
清

津
峡
小
学
校
の
児
童
四
人
が
服
部
さ

ん
を
訪
れ
、
お
礼
の
手
紙
を
手
渡
し

ま
し
た
。
服
部
さ
ん
は
「
一
日
に
何

枚
く
ら
い
縫
う
ん
で
す
か
」
と
い
う

児
童
の
質
間
に
、
「
ま
っ
た
く
縫
わ
な

い
日
も
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
、
多
い

日
で
三
～
五
枚
ぐ
ら
い
だ
の
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
こ
れ
か
ら

も
体
が
続
く
か
ぎ
り
作
り
続
け
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

雑
巾
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
如
釆
寺
の
服
部
さ
ん
が
毎
年
贈
る

9 広報1塑髄費♪・
　ロr閣r8■7rr■■巴働■■
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上原

墓

　
前
回
で
は
、
歯
を
失
う
原
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
虫
歯
や
歯

槽
膿
漏
を
よ
り
深
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
歯
の
構
造

に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
虫
歯
は
ど
う
し
て

で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
進

行
し
て
ゆ
く
の
か
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
口
の
中
に
は
、
何
十
億
、
何

百
億
の
細
菌
が
住
み
つ
い
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
虫
歯

は
、
こ
れ
ら
細
井
困
（
常
任
菌
）

が
歯
の
周
り
に
繁
殖
す
る
こ
と

　　図1

陰〃　全　嬬・b、ゆ降
　　　　　　　　　　，ず”、．　　　　　＾“
　　　　　　　　潜
　　　　　　　さとつ

か
ら
始
ま
り
ま
す
（
図
1
）
。
細

菌
に
は
手
も
足
も
な
い
で
す
か

ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
唾
液
の
波

が
く
る
と
歯
か
ら
洗
い
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
細

菌
は
口
の
中
に
残
っ
た
食
べ
物

の
カ
ス
か
ら
歯
垢
（
歯
の
ア
カ
）

と
い
う
、
う
が
い
ぐ
ら
い
で
は

と
れ
な
い
ゼ
リ
ー
状
の
薄
膜
を

つ
く
り
、
こ
の
中
に
自
ら
潜
り

込
み
分
裂
増
殖
し
ま
す
。

　
歯
の
表
面
に
つ
い
た
歯
垢
は
、

注
意
し
て
見
な
い
と
な
か
な
か

見
え
ま
せ
ん
。
歯
の
表
面
を
楊

枝
な
ど
で
擦
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
楊
枝
の
先
に
ち
ょ
つ
と
つ

い
た
歯
垢
中
に
は
、
二
億
か
ら

三
億
と
も
い
わ
れ
る
数
の
細
菌

が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
驚
き
で
す
。
そ
こ
に
砂
糖

が
や
っ
て
く
る
と
、
歯
垢
中
の

細
菌
が
こ
れ
を
発
酵
さ
せ
て
酸

を
つ
く
り
ま
す
。
』
こ
の
酸
に
よ

っ
て
、
歯
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶

け
出
し
て
穴
が
あ
き
、
虫
歯
が

で
き
始
め
る
の
で
す
。

　
歯
に
穴
が
あ
く
と
、
そ
こ
は

細
菌
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い

住
み
家
と
な
り
、
虫
歯
は
ど
ん

ど
ん
進
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

虫歯はこうして進む

C1

歯の表面のカルシウムがとけ凹み
ができる。

　図り
ま
す
（
図
2
）
。

　
虫
歯
が
エ
ナ
メ
ル
質
と
呼
ば

れ
る
一
番
外
側
の
層
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
場
合
は
、
痛
み
が
あ

り
ま
せ
ん
。
専
門
的
に
は
、
こ

の
状
態
を
“
C
1
”
と
呼
び
ま

す
。　
虫
歯
が
よ
り
深
く
進
み
象
牙

質
に
ま
で
達
す
る
（
C
2
）
と
、
時

に
少
し
し
み
た
り
、
食
物
が
虫

歯
に
入
る
と
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。　
さ
ら
に
神
経
と
言
わ
れ
る
歯

2

虫歯が象牙質にまで達し冷たい物
や甘いものにしみてくる。

3

虫歯が神経に達し本格的な痛みを
感じる。

髄
に
達
す
る
（
C
3
）
と
、
普
通
に

し
て
い
て
も
痛
み
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
で

放
っ
て
お
く
と
、
歯
髄
は
細
菌

の
感
染
に
負
け
て
し
ま
い
、
お

で
き
の
よ
う
に
化
膿
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
の
痛
み

は
か
な
り
激
し
い
も
の
で
、
読

者
の
中
に
は
こ
の
痛
み
を
経
験

さ
れ
、
仕
方
な
く
歯
科
医
院
を

受
診
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
も
ま
だ
我
慢
し
て
い

4

歯の神経が腐敗してしまい歯根の
先の骨の中に病巣ができる。

る
と
、
歯
髄
は
腐
っ
て
し
ま
い

痛
み
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
安
心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
細
菌
は
ど
ん
ど
ん
歯
根
の

先
の
方
に
進
出
し
て
い
っ
て
、

歯
を
支
え
て
い
る
顎
の
骨
に
新

た
な
住
み
家
を
造
り
ま
す
。
こ

こ
で
細
菌
は
毒
を
体
の
中
に
放

出
し
、
患
者
の
抵
抗
力
が
弱
っ

た
時
に
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぽ

す
の
で
す
。

形



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

水
遵
纏
塗
野

　
　
　
　
蒙
籔
覇
ま
す

　
6
月
1
日
か
ら
簡
易
水
道
の
基

本
料
金
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。
な
お
、
新
料
金
で
の
徴
収

は
第
一
二
期
分
（
9
月
30
日
）
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桧
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縛
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
釘
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
超
ご

基本料金
種　　　別 水　量 料金
専用　栓 10㎡まで 1，300円

共用　栓 10㎡まで 1，300円

国
遜
鍵
籔
謹
号
線
が

時
間
罎
麟
醗

通
行
止
蕊
麟
鍮
驚
雛
ま
す

　
国
道
三
五
三
号
線
は
改
良
工
事

の
た
め
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
次

の
時
間
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
午
前
n
時
～
n
時
4
0
分

●
午
後
1
時
5
分
～
1
時
4
5
分

●
午
後
3
時
1
0
分
～
3
時
50
分

み
偽
磁
蟻
園
あ

　
　
　
　
　
　
趨
『
案
内

目
時
6
月
2
4
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
4
0
分
か
ら

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
・
午
前

　
　
　
各
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
・
午
後

　
　
　
懐
し
の
童
謡
を
歌
う

　
　
，
ふ
る
さ
と
の
踊
り

※
中
里
・
津
南
交
流
会
の
目
程
が

　
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
計
画
し
て
い
た
日
が
、
郡

老
連
の
旅
行
と
重
な
っ
た
た
め
、

次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

七
月
一
一
十
九
目
㈲
　
1
0
時
～
1
7
時

内
容
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。

組
△
口
章
図
案
篭
公
募

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
本
年
設
立
二
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
組
合
章
を
制
定
し

ま
す
。

　
こ
の
組
合
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
、

広
く
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
要
領

ω
図
案
は
八
つ
切
り
画
用
紙
に
記

　
入
し
、
原
則
と
し
て
自
黒
デ
ザ

　
イ
ン
と
す
る
。

②
図
案
の
大
き
さ
、
形
状
、
文
字

　
入
れ
等
は
自
由
と
す
る
。

③
組
合
章
に
は
そ
の
由
来
を
付
け

　
て
制
定
す
る
の
で
、
図
案
の
説

　
明
書
を
別
紙
で
添
付
す
る
。

㈲
採
用
さ
れ
た
図
案
の
著
作
権
及

　
び
使
用
権
は
十
日
町
地
域
広
域

　
事
務
組
合
に
譲
渡
す
る
も
の
と

　
し
、
応
募
の
た
め
提
出
さ
れ
た

　
図
案
は
返
却
し
な
い
。

⑤
応
募
す
る
図
案
は
、
過
去
に
団

　
体
・
会
社
・
個
人
等
の
徽
章
、

　
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
、
及
び
こ

　
れ
ら
に
準
ず
る
公
募
等
に
応
募

　
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

⑥
文
字
の
入
っ
た
組
合
章
の
終
案

　
は
、
図
柄
デ
ザ
イ
ン
を
優
先
す

　
る
の
で
、
文
字
を
一
部
修
正
す

　
れ
ば
採
用
と
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。
こ
の
場
合
は
応
募
者
が

　
同
意
し
、
修
正
す
る
こ
と
に
よ

　
り
採
用
と
す
る
．

●
表
彰

ω
採
用
一
点

　
賞
状
及
び
賞
金
五
万
円

の
次
点
一
点

　
賞
状
及
び
賞
金
三
万
円

●
応
募
締
め
切
り

7
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
直
接
届
け
る

か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

の
場
合
は
、
当
日
消
印
の
も
の
ま

で
有
効
。

（
宛
先
）
〒
9
4
8
　
十
日
町
市

大
字
北
新
田
一
番
地
十
　
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
総
務
課
内

「
組
合
章
公
募
事
務
局
」
行

●
そ
の
他

ω
応
募
資
格
は
特
に
な
し

②
詳
細
及
び
不
明
な
点
に
つ
い
て

　
は
組
合
総
務
課
庶
務
係
　
担
当

　
石
沢
、
山
田
　
智
5

7
i
1
5
5

　
5
内
線
2
3
番

認｛高野雪枝肇二男｝倉俣

螢
崎
鰹
倉
渕
襲
動
蝋
騰
端

山
津
本
西
土
塩

行
美
吉
香
勇
子

　
　
　
　
実

智
明
孝
貴
　
　
淳

岡
澤
　
　
崎
田
部

片
瀧
柳
岩
山
阿

｛
　
　
｛
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

¶
⊥
　
　
Q
J
　
O
乙
　
　
久
U
　
6
　
　
Q
J

ワ
4
　
9
　
　
ワ
4
　
　
8
　
　
5
　
　
Ω
U

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

平
ル
蔵
力
代
頼

勝
ハ
忠
ナ
久
正

澤
井
部
田
口
口

瀧
富
服
池
江
樋
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　　　9件
　　　O人
　　　13人

　　200目
（5月末累計）

●交通事故件数

者
者

死
傷

●
　
　
●

●死亡事故ゼロ

◎妊婦健診・母親学級

　6月25日働上村病院

　妊婦健診（受付）13：00～13：30

　母親学級（内容）妊娠中の保健

◎住民健康健診

　6月16・17・18日

　時間、場所は健康カレンダー参照

◎1歳半児健診

　H3．8．1～11．30生

　6月11日　保健センター

平成5年6月10日広報鎚血唄r♪
　　一u8■7　r’■■■噸■■〃



んさ恵里
崎
　
山
沢
落
滝
集

青春してます
　6月10目～6目26目

力・レンタ“一・
昭和48年4月27日生まれ　20歳

10休） 大腸がん検診　　9：00～10：30　倉俣集
落開発センター

11轡

心配ごと相談（山本ケン）　13：30～16：00

老人福祉センター
1歳半児健診　　13：00～13：30（受付）

　保健センター

12（土）

13（日）

14（月）

交通事故相談　　10：00～14：00　十日町

市役所

日本脳炎予防接種　　14：10～15：00　総

合センター

15（火）

16㈱
住民健康検診　　9：00～14：30　総合セ

ンター

17休） 住民健康検診　　9：00～14：30　総合セ
ンター

18働

住民健康検診　　9≡00～14：30　総合セ

ンター

心配ごと相談（藤田義一）　13：30～16：00

　老人福祉センター

第6回郡市交通安全児童自転車大会

　13：00～17：00　十日町市総合体育館

19仕）

20（日） 信濃川水防訓練　　9：00～12：00　荒屋

地先の清津川

21（月） 大腸がん検診　　9：00～10：30　清津峡

小学校

22㈹

23㈱ 乳がん検診　　上村病院外科

24休） 大腸がん検診　　9：00～10：30　朴木沢
集落開発センター

25働

心配ごと相談（山田虎・一）　　13：30～16：00

　老人福祉センター

妊婦検診・母親学級　　13：00～13：00

　上村病院

行政相談　　13：30～16：00　老人福祉セ

ンター

26ω
　　※変更蝶る場糞鰹あ劔ま講。御溺の際繕i確認懸

騰鰯雛　　　　　　　　おね灘繊諜餐。

　　　　　　　　鋤壁　　　　
．’，鞭記｝、，，

星座牡牛座
血液型A型
身長158cm
里恵さんは高校卒業後、父が経

営するお店（ユーコック）を手伝

っています。平日は父と2人の営
業なので、とても大変とのこと。

年間の休日が44日くらいしかない

ため、「休みの日は家でゆっくり過

ごすことが多い」という。仲のい

い友達同志でワイワイ話したい年

ごろなのに「友達がみんな東京へ

　ぎノお
　攣霧、薯

⑳津南病院簾南湖

②上村病院響郵

　
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト

新
潟
」
が
い
よ
い
よ
始
動
し
ま
し

た
。
衰
退
を
続
け
る
織
物
産
業
に

代
わ
っ
て
“
第
二
の
地
場
産
業
”

と
言
わ
れ
る
建
設
業
に
、
よ
う
や

く
出
番
が
回
っ
て
き
た
と
い
ケ
感

じ
が
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
こ
の
地
に

射
止
め
た
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。
我
々

の
創
意
を
発
揮
し
て
“
第
三
の
地

場
産
業
”
を
起
こ
し
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
ー
に
、
そ

ん
な
大
そ
う
な
こ
と
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
大
き
な
勇
気
と
小
さ
な

資
本
が
む
れ
ば
O
K
。
要
は
「
何

か
を
や
る
気
」
で
す
。
大
規
模
リ

ゾ
ー
ト
だ
け
な
ら
、
既
に
国
内
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
か
ら
。

スギ ユリ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

グリーン・ツーリズム

　緑豊かな農山漁村地帯で￥そ

の自然、文化、人々との交流を

楽しむ滞在型の余暇活動のこと。

　農林水産省が昨年、都市生活

者約百人を対象に実施したアン

ケートによると￥1年間に7割

の人が何らかの目的で農村漁村

に旅行しています。また￥、9割

の人が￥今後も農山漁村に旅を

してみたいと答えています。一

万、農山漁村側の51市町村に対

するアンケートでは．姉妹都市

提携など￥都市との交流に取り

組んでいる市町村が7割強に上

っています。

　いま、わたしたちは、自然の

中に安らぎを求める気持ちが強

まっています。そこで、都市と

農山漁村の新しい共存関係と￥

農山漁村地域の活性化政策が待

たれています。諸外国ではグリ

ーン・ツーリズム、ルーラル（田

園の￥村落の）・ツーリズムなど

の名称で農村休暇政策が実行に

移されています。こうした海外

の例も参考にし、農林水産省は

咋年．中間報告をまとめました。

農村で宿泊施設や交流施設の増

　　設など、受け入れ体制の

善　　整備の必要性をうたって

口　　います。
葉

のルーツ

5月末現在
（）は前月比

人ロ男3，332人（±0）女3，340人（±0）計6，672人（±0）　世帯数1，641（±0）

僧


